
 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       「もったいない」を「わかちあい」・「ありがとう」へ 

Kanagawa
Food Bank 

  2025.1 

D A T A    

＜トピックス＞ 

賛助会員・寄付状況 
 
団体会員  241 団体   798 万円 

個人会員  326 人   196.9 万円 
 
 
2024 年度寄付額    13,046,805 円 

開設からの累計寄付額 101,938,635 円 

合意書締結団体 

寄贈締結   313 団体 

提供締結   392 団体  

行政・社協  66 団体 

市民団体  326 団体 

フードドライブ回収拠点 351 カ所 

１2 月は年内の業務を 20 日に終了した

ため、営業日数は通常月より少なかったのですが、飲料・冷凍

食品・ゼリー・液体調味料など、食品メーカー様からさまざまな

食品を寄贈いただくことができました。これにより寄贈食品の

重量は前年・前月を大きく上回り、提供量も同様の状況となり

ました。 

 

 

〇行政・社協・委託    14 団体 
横浜市・区社協、藤沢市社協、横須賀市、相模原市、厚木市、平塚市社協、小田原市、厚木市、綾瀬市社

協、大磯町社協、茅ヶ崎市、二宮町社協、葉山町、伊勢原市 
 
〇地域のフードバンク   44 団体 

報徳食品支援センター、FB ふじさわ、セカンドリーグ神奈川、日本ショーファー協会、くろーばーマーケット、お福分

けの会、神奈川フードバンク・プラス、ココロにたねまき、川崎医療生協、FB 横浜、ホームタウンみなみ、マモリヤ、

食・支援ネット、小田原たすけあい、寿医療班、おもいやりネットワーク、ユナイテッドかながわ ほか 
 
〇こども食堂・居場所・教育関係  81 団体 
横浜市立大学、ひまわり、アフリカヘリテイジコミュニティ、こどもレストラン大津、こども食堂ハッピー、満福うえのまち

食堂、よこすかなかながや、キッズカフェ杉田、ドリームセンターこどもカフェ、体験活動サポート開港場、かえでこども

食堂、本牧みんなの食堂、となりのれすとらん、子ども応援団 enn、横浜まちクリエイティブ、おもいやりカンパニー、

こども食堂がじゅまる、幸町こども食堂「おいしいね」の会、にのみやこども食堂便、こどもニコニコレストラン、かみはし

倶楽部、みなみ～な広場、みんなの食卓 kitchen あんぶれら、お結びころりん、なかよし大船こども食堂 ほか 
 
〇福祉・病院・外国関係 20 団体  
スマイルネットありがとう、ブラジル Solidario 横浜、街カフェ大倉山ミエル、ヌエストラ サーラ コメドール、国際交流

支援 B.P Solutions、K２インターナショナルグループ、児童家庭支援センターかわわ、スマイルオブキッズ ほか 

○事業者寄贈 12 団体 
キリンビバレッジ、マルハニチロ、エバラ食品、そうてつローゼン、金沢区社協、山

崎製パン、相鉄、戸田フーズ、ファンケル、ミツハシ、生活クラブ生協、ユーコープ 
 
○防災備蓄品    ６団体  
セイノースーパーエクスプレス、損保会館、小田原ガス、菱栄テクニカ、マクニカ、

仲町台パークヒルズ自治会 

○フードドライブ  42 団体 
イトーヨーカドー、そうてつローゼン、無印良品、JA さがみ、中栄信金、三浦半

島地域連合・労福協、横浜市労福協戸塚支部・戸塚地区連合、ロアンさんフ

ァンクラブ、かわさき SDGｓプラットフォーム、子どもたちへの寄付スキーム分科会、

立正佼成会、安田物産、川崎労福協、こくみん共済 coop、横浜市社協、川

崎子ども食堂ネットワーク、神奈川県庁、中央労働金庫、農協大会、JAM 神

奈川、UCM-H エレクトロニクス労組、JA 神奈川県連広報局、高島屋、クイー

ンズ伊勢丹、マクニカ、栄区役所、JA 横浜、大塚商会、イオン、ドコモ CS 神奈川

支店、富士通㈱企業スポーツ推進室、福祉クラブ生協、リュウカンパニー、富士フイ

ルム生協、ユーコープ県央2 エリア会、JP 労組横浜西支部、生活クラブ ほか 

（敬称略） 

12 月の提供先 12 月の寄贈団体 

（敬称略） 

ボランティア参加：のべ 85 人   学習・体験会参加：2 団体 180 人 

ン 
＜今年度累計＞ 寄贈食品計 257．8 トン（前年比 102.4％） 

提供食品計 261．1 トン（前年比 105.2％） 

 

＜ 代表理事より 年頭のごあいさつ ＞ 

寄贈食品計 38．9 トン 

（前年比 157.4％ 前月比 136.7％） 

 

企業・生協
等 29.4t 

フードドライブ
6.4t 

寄付金購入 
3.1t 

提供食品計 263 回 35.6 トン 

（前年比 144.4％ 前月比 126.1％） 

 
施設・福祉・
外国関連 
35 回 12.7t 

子ども食堂等
112 回 7.0t 

行政・社協
30 回 2.4t 

地域フードバンク 
86 回 13.5t 

＜12 月の数字＞ 

共同代表 當具 伸一 
 
神奈川県生活協同組合連合会代表理事会長/ 
生活協同組合ユーコープ代表理事理事長 

 

新年おめでとうございます。昨年はフードバンクかながわへのご支援・

ご協力を賜り、誠にありがとうございます。皆様のおかげで、フードバン

クかながわも、食品提供団体 392 団体、食品寄贈団体 313 団体、フー

ドドライブ拠点 352 カ所と大きく活動の輪が広がっています。 

しかしながら神奈川県の中でも、格差と貧困（経済的貧困・社会的孤

立）はますます広がり、食支援のニーズは高まっており、フードバンクかな

がわへの期待はますます高まっています。今後は、行政や社会福祉協議

会、地域フードバンク・各種支援団体と手をつなぎながら、地域のセーフ

ティネットづくりに力を入れていきたいと考えています。 神奈川県の中

で 

共同代表 林 克己 
 
連合神奈川会長/ 
神奈川県労働者福祉協議会会長 

 

新年あけましておめでとうございます。日頃より、フードバンクかなが

わへのご支援・ご協力を頂いていることに、改めて感謝申し上げます。 

この間、皆様に支えられ「もったいない」を「わかちあい」・｛ありがと

う｝への輪が着実に広がっていますが、物価高などの影響もあり、支援を

求める方々も増えています。 

このような中、深刻な労働力不足や、65 歳以上が人口の４割を占め

る超高齢社会の時代が到来しようとしています。社会の維持はもとよ

り、あらゆる組織やしくみの「持続可能性」が問われています。 

私たちが働き・暮らす「神奈川県」が持続可能であるためには、多様性

を認め合いながら「助けて」と言える社会、そして「助け合える」社会づく

りが必要です。 

私たち労働団体としても、引き続き「お米一合運動やフードドライブ」

などの取り組みによる「助け合い・支え合い・つながる」運動を進めてま

いります。皆様の引き続きのご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

 

フードバンクかながわ 通信 74 号 

「誰もが取り残されない」地域社会づくりに少しでも

近づけることが出来ればと思っています。 

本年もこれまで以上のご支援・御協力を賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本農産工業（株）様よりマヨネーズを 3,710 本も！ 

公益社団法人フードバンクかながわ https://www.fb-kanagawa.com/  236-0051 横浜市金沢区富岡東 2-4-45 ℡.045-349-5803  発行責任：藤田   誠       

tvk(テレビ神奈川)・NHK とテレビ取材が続き、ボランティアの皆さんに

多大なるご協力をいただきました。また、フリーペーパー「タウンニュース」

の地域版にも掲載されました。 

まだまだ「フードバンク活動」をご存じのない方が多いので、メディへの露

出はとてもありがたいなあと思います（準備が大変ですけれど💦） 

フードドライブ品寄贈 

をありがとうございます！ 

1２月のフードバンク 

仕分けを支援してくださった皆さん 

＜内閣府と JANPIA の視察（12 月 6 日）＞ 

高齢社会や孤独・孤立などの政策に携わる内閣府ご担当

と、休眠預金事業でお世話になっている JANPIA 様の

計10名が来訪されました。フードバンクかながわの概要

や物流のしくみ等をご説明し、倉庫内をご案内。熱心に

ご覧になったあと、さまざまな質問をいただきました。  

 

 

 

 

はや  ｆ 

＜クリスマス菓子のご寄贈と、NHK での紹介＞ 

ホームページと Facebook でクリスマスの菓子のご寄贈を募ったところ、  

 

 

 

 

 

 

はや  ｆ 

子ども食堂を中心に約６０団体へお渡しし、  

また、お届けの様子が NHK「おはよう日本」

で紹介されました（12 月２３日）。   

 

JA 横浜  
女性部様 

栄区役所 様 
川崎 SDGｓプラットフォーム子どもた
ちへの寄附スキーム分科会 様 神奈川トヨタ㈱ 様 菱栄テクニカ㈱ 様 ブルックス・ジャパン㈱ 様 

川崎労働者福祉協議会 様
sama  様 

ニデック㈱ 様
横浜市労福
協戸塚支部・
横浜市戸塚
地区連合 

横浜市労福協戸塚支部 
・横浜市戸塚地区連合 様 立正佼成会横浜 様 横浜市社会福祉協議会 様 

三浦半島地域連合・労働者福祉協議会 様 こくみん共済 coop 様 
中央労働金庫 
神奈川県推進会議 様 

JA 神奈川県連広報局 様 

お米不足の状況 

について説明し

ている様子 

JAM 神奈川 様 

企業・個人の皆さまよりたくさんの 

ご寄付・ご寄贈をいただきました。  

 

三浦半島労福協・地域連合の 

ご担当がサンタ姿でお届け→ 

リュウカンパニー様より 袋詰めの菓子 

ホームページ  Facebook 

最新情報をお知らせ中 

https://www.fb-kanagawa.com/

